
　
鷹
巣
中
央
公
園
の
桜
ま
つ
り
が
、
４
月
25

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
開
か
れ
、
大
勢
の
花

見
客
で
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
同
公
園
は
、
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、

園
内
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
中
心
に
、
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど
約
９
０
０
本
が
咲
き
誇
り
、
夜
に
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
並
木
が
堤
に
映
え
、
幻

想
的
な
光
景
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
今
年
は
４
月
下
旬
に
暖
か
い
日
が
続
い
た

た
め
、
一
気
に
開
花
し
、
大
型
連
休
の
前
半

に
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た

４
月
29
日
に
は
、
北
秋
田
市
観
光
協
会
（
永

井
孝
会
長
）
が
主
催
す
る
第
63
回
「
桜
を
観

る
会
」
が
開
か
れ
、
満
開
の
桜
の
下
で
、
大

勢
の
来
場
者
が
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲好天に恵まれ、多くの花見客でにぎわっ
た「桜を観る会」

満開の桜と語らいを楽しむ ●鷹巣中央公園桜まつり

　
歩
く
こ
と
で
健
康
増
進
を
図
ろ
う
と
、
５

月
12
日
に
「
く
ま
げ
ら
ウ
オ
ー
ク
」
が
森
吉

山
ダ
ム
周
辺
で
行
わ
れ
、
市
民
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
近
年
健
康
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
る
な
か
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の

予
防
や
対
策
の
た
め
の
手
軽
な
運
動
と
し
て

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
花
岡
幸
子
氏
か
ら
、
歩
き
方
の
コ

ツ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
前
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
等
、

実
技
を
交
え
て
学
ん
だ
後
、
自
分
の
体
力
に

合
わ
せ
２
キ
ロ
コ
ー
ス
と
５
キ
ロ
コ
ー
ス
に

別
れ
て
ス
タ
ー
ト
。
新
緑
に
映
え
る
四
季
美

湖
を
眺
め
た
り
、
談
笑
し
た
り
し
な
が
ら
思

い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

▲四季美湖周辺の新緑を楽しみながら歩く
参加者

新緑の中で心地よい汗 ●くまげらウオーク

　
マ
タ
ギ
の
里
熊
牧
場
が
4
月
26
日
に
今
シ
ー

ズ
ン
の
営
業
を
開
始
し
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な

ど
が
愛
嬌
を
振
り
ま
く
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
の
エ

サ
や
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
熊
牧
場
に
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
40
頭
と
ヒ
グ

マ
１
頭
の
ほ
か
、
整
備
中
の
新
施
設
に
は
ヒ
グ

マ
19
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
園
内
で
は
、
今
年
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
大
型
連
休

中
限
定
で
、
昨
年
生
ま
れ
た
子
熊
を
身
近
で
観

察
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
ウ
サ
ギ
と
触
れ
あ
え

る
コ
ー
ナ
ー
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
家

族
連
れ
が
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ウ
サ
ギ
を
な

で
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
秋
田
八
幡
平
ク
マ
牧
場
の
ヒ
グ
マ
19
頭
の
受

け
入
れ
に
伴
い
整
備
中
の
新
た
な
飼
育
施
設
は
、

７
月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。▲ツキノワグマにエサを与えて楽しむ大勢

の来場者

今シーズンの営業がスタート ●マタギの里熊牧場

　
登
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
前
に
し
た
５

月
３
日
、
森
吉
山
山
開
き
が
現
地
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
県
内
外
の

登
山
愛
好
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。
旧

森
吉
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
の
残
雪
を
踏
み
し

め
な
が
ら
一
ノ
腰
を
経
て
森
吉
神
社
ま
で
の

約
４
キ
ロ
を
各
自
の
ペ
ー
ス
で
登
り
ま
し
た
。

　
森
吉
神
社
で
は
神
事
を
執
り
行
い
一
年
の

安
全
を
祈
願
。
昨
年
、
一
昨
年
と
天
候
に
恵

ま
れ
ず
、
神
事
を
ロ
ッ
ジ
森
吉
や
こ
め
つ
が

山
荘
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
森
吉
神
社
で
は

３
年
ぶ
り
で
す
。

　
参
加
者
は
、
隣
接
す
る
避
難
小
屋
で
食
事

を
と
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
り
、
山
頂
に

向
か
っ
た
り
、
山
ス
キ
ー
を
し
た
り
し
て
思

う
存
分
春
山
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。▲３年ぶりに森吉神社で執り行われた、山

開きの安全祈願

残雪を踏みしめ春山を満喫 ●森吉山山開き

　
今
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
第
29
回
国
民
文

化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
で
、
演
劇
列
車
の

脚
本
を
担
当
す
る
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
、
４
月

28
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
へ
演
劇

列
車
に
か
け
る
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
平
田
氏
は
東
京
都
出
身
で
、
劇
団
「
青
年

団
」
を
主
宰
し
、
劇
作
家
、
演
出
家
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
演
劇
に
よ
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
文
化
芸
術
に
よ
る
地

域
活
性
化
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
平
田
氏
脚
本
に
よ
る
演
劇
列
車
は
、
市
主

催
事
業
「
内
陸
線
ア
ー
ト
」
の
一
環
で
、
５

回
の
運
行
を
計
画
し
て
お
り
、
今
回
は
現
地

調
査
の
た
め
に
北
秋
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
平
田
氏
は
「
今
年
だ
け
で
な
く
定
例
で
上

演
で
き
る
、
名
物
に
な
る
よ
う
な
作
品
を
目

指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。▲演劇列車について津谷市長に語る平田オ

リザ氏（写真右から２人目）

定例で上演できる作品を ●平田オリザ氏が表敬訪問

　
北
秋
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

設
立
総
会
が
５
月
15
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
加
入
す
る
14
団
体
の
関
係
者
な
ど

約
40
人
が
出
席
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、
鷹
巣
・
合
川
地
区
の
連
絡
協

議
会
活
動
を
市
全
域
に
活
動
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
個
人
や
団
体
が
情
報
交
換
や
交
流
す
る

こ
と
で
活
動
の
資
質
を
高
め
、
市
民
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
運
動
の
輪
を
広
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
設
立
総
会
で
は
、
会
則
や
平
成
26
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、

役
員
の
選
出
で
は
会
長
に
「
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
れ
も
ん
の
会
」
代
表
の
小
坂

和
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲市内の14団体が加入したボランティア
連絡協議会の設立総会

連携でより幅広い活動を ●ボランティア連絡協議会設立総会
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